
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌 Vol．5No ．2 （1981）

論　文

衣服の色彩嗜好が味覚に及ぼす影響

果実と ドレス を例と して

今井弥生＊ ・津久井亜紀夫＊

Effect　of 　Costume　Color　Preference　 on 　Sence

of　Taste

As　the　Example 　of　Fruits　and 　Dress
　Yayoi　Imai ・Akio　Tsukui
Tokyo 　Kasei　Gakuin 　Junior　college

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　The　purpose 　 of 　this　investlgation　 was 　to　 estimate 　the 　 efEect 　 of 　the 　 color 　 preference 　for　the
costume 　 on 　 sence 　of 　taste．

　ReSpondents　 were 　205 三n 　 nu 血ber　 and 　 19−21　years 　 of 　 age 　by　 using 　 16　JIS　 standard 　 colors
，

6　taste　and 　34　kinds　of 　fruits，

　This　investigation　 were 　analyzed 　by　 mean 　of 　principal 　 cornponent 　 values 　 so 　 as 　 to 丘nd 　 a

relationship 　inlage　factor　by　 using 　20　items　 of　 costume 　 and 　food，

　The 　results 　show 　that　the 丘rst　principal　component 　could 　be　as 　a　sweet 　factor，　 the　 second

as 　a　 astringent 　factor，　the　third　as 　a 　sour 　factor，　and 　the　fourth　 as 　a 　rich 　in　taste　factor．
Therefore

，
　 it　 was 　 suggested 　tha 亡color 　 of 　 costume 　 items　 are 　 influellced　 the　 preference　 for

sense 　of 　taste．

1．緒言

　1973年 の 石 油 シ ョ ッ ク以 来，品 物に対 して省力化，省

資源化 が叫ばれ て い る 現今，流通産業や 情報化社会の 中

で ， 衣服 の色彩 お よび 生 鮮食晶 や 加 工 食 品 が，数限 りな

く氾濫 し ， 食品 と衣服 の 色彩嗜好に よ る イ メ ージ の 関係

が，よ り親密化 し て きて い る 。

　新鮮 な食品 の パ
「 ソ ナ ｛レ

・カ ラーは 天 然色素固有の 色

彩 ， た とえ ば ク ロ m フ ィ ル ，カ ロ チ ノ イ ド，ア ン トシ ァ

ン など に よ っ て 千差万別 で あ り， 味 ， 香 り， 形，触覚 な

ど と共 に お い し さ を訴 え る刺激 の 1 つ で あ る。した が っ

て お い し そ うな色彩は，好ま し い 食品の
一

部 と し て 無視

で きない 要素 で あ る 。 さ らに そ の 食品 を味あ うと き の 衣．

服 の 色彩が，食欲 に どの よ うに 影響す る の で あ ろ うか 。

　食品の 色彩 と食欲
t）
噌7），衣 服 の 色彩 の イ メ

ージ 8） な ど

の 報告 が あ る 。 しか し食事 の 際 ， 衣服 の 色彩が 食欲 に 及

ぼ す影響につ い て は ま っ た く報告例が ない 。

　そ こ で 本報は，家政科女子学生 を対象に，色彩か ら連

想す る果実と味覚との 関係，そ の 果実 の 味覚 と好きな 色

彩の ドレ ス との 関連を ， ホ テ リン グの 主因子解で 追求 し

たとこ ろ ， 衣 と食の カ ラー・イ メ
ージ の い くつ か が，味

覚と影響し あ っ て い る こ とが 判明 し，暮 ら しの 中に お け

る 衣服 の 色彩が ， 食欲 に 影響を及ぼす 1 つ の 手 がか りを

得た の で 報告す る。

2。 研究方法

2．1 質問紙 の 作成

　Table　1 の 質問 の 中，問 1 の 色彩か ら連想す る果実の

選 択 は，一
般に消費性が高く，色彩豊か な果実 を取捨選

択 し，34種 を ラ ン ダ ム に配 列 した。色名は JIS　Z　8102

（色名）に 準 じ，NQ．1〜8 は 有彩色 の 基本色名，
　 NQ ．9〜

11 は無 彩色，No ．12〜16 は慣用 色名 で 表示 し た 。

　悶 3 の 味は 科学的兮類
5）

に し た が っ て ，甘味，酸味，

苦味，塩味，辛味，旨味の 6 種 を用 い た。
’
　東京家政学院短期大学

（23 ）
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　なお 食品 の 選択 は生鮮食品 ， 半調理 食品 ， 加工 食品な

ど数多 く，全体を対象 とす る と漠然 とし て 焦点が 定 ま ら

ない た め ， 今回 は果実 の み に しぼ っ て ，

一
応調査対象 に

用い た。ま た 旨味は
一
般に 味囀や醤油に含まれ る ア ミ ノ

酸な どの 複雑 な味 をさすが ， 甘，酸 ， 塩，辛味， それ に

テ ク ス チ ャ
ー

などの 総合的な味 と して 表現 で き るか らで

あ る。

　問2，問6 の 形容詞は．衣 10 （好きな ， 清潔な ， 冷 た

い，軽 い，や わ らか い ，明 るい ， 強烈な， 可愛ら しい ，

高級な，＿ヒ品 な），食10（うま い ，甘い ，し ょ っ ぱ い ， に

が い ，す っ ぱ い ，渋い ，さ っ ぱ り し た，こ っ て りし た ，

毒 々 し い ， 新鮮な），合計 20 を尺 度と し，弱い ，中間，

強い の 3 段階評定と した。

2．2 試料

　色彩 の 試料は ， J工S 標準色票 16種 Tab 工e　2 を用い ，1

色 の 大 き さ縦 3cmX 横4cm ，台紙は 無 彩色 N7 ，縦 29cm

× 横21cm と し た。

Tabie　2　 調査色票

J王S 記 号

きさ の 果実は ，
ヘ タ部を上 とす れ ば，上 3 ヵ所，横3 カ

所 ， 下 3 ヵ 所 ， 合計 9 ヵ所 を 1 個 の 果実か ら測色 し，10

個 の 平均値 を求 め た 。 また ク リや イチ ゴ な ど， 小 さい 果

実は 2 ヶ所ずっ を 測色 し て，10 個の 平均値を 求 め た。

（　）内 は標準偏差 で あ る 。

2．6　解析方法

　間 2 は尺度 ご とに ， そ れ ぞれ評点平均値，分散，標準

偏差 を算出 し， 各色彩 ご と の 有意差の 有無を t 検定 ， 分

散分析に よ り，イ メ
ージ ・プ ・ フ ィ

ール を検討 した。

　間 5， 問 6 は好 きな色彩 の ドレ ス を調査色票16種 の う

ち 1色選 ば せ ， そ の 色彩 に つ い て 20の 形容詞 を尺 度 と し

3段階評定 させ た。金被験者 の 評点平均，分散，標準偏

差 を算出 し た。評点平均 か ら イ メ
ージ ・プ n フ ィ

ー
ル ，

相関行列 ， 因子負荷量 ， 個 人 値 を求 め ， イ メ
ージ と色彩

を対応 させ ，解釈 を加 え た e

3． 結果 と考察

J王S 記 号

　 赤

橋（黄赤）

　 黄

黄　 　緑

緑

青

紫

赤　　紫

5．OR 　 4．0／12．0

5．OYR 　6．0／12．0

5．OY 　 8．0／12．0

2．5GY 　7．0／10．0

2．5G 　 5．O／9．0

2，5B 　　4，Q／10．0

5．OP　 3，0／12．0
2．5RP 　 3、5／11．0

黄

白

灰

黒

茶

肌

桃

水

　 　 N 　 　 　　9．5

　 　 N 　 　 　 　5．O

　 　 N 　 　 　　1．0

　　 5．OYR 　3．5／4、0

土　10． YR 　6．0／9．0

　　 5．OYR 　8．5〆5． 

　　 2，5R 　　6．5／8，0

　　 6．5B 　 8．O／4．0

2．3 対象

　被験者は 東京家政学院短期大学， 女子 学生 205名 （食

物系 86名 ， 家政系 119名） で ， 年齢 は 19歳 85％ ，
20歳

149／o，21歳 ユt
／o ， 出身地は 東京 42％ ， 埼 玉 13％ ， 千葉

9％，神奈川 6％，栃木 5％，長野 ， 静岡 40／o，茨城，福

島， 山梨 2％ ， 宮域 ， 群馬 ， 新潟，富山， 鹿児島 1％，

青森，岩手，rli形 ， 大阪 ， 奈良， 徳島 ， 香川 ， 高知，大

分 ， 宮崎 ， 沖縄 0．5％ずつ で あ っ た 。

2．4　調査 方法

　 Table　1 の 色彩 「曽好 に関す る ア ン ケ
ー

ト調査用紙 と，
Table　2 の 調査色票を各 自に 配布 し， 各項目に記入させ

た。色彩の 観察 は，JIS　Z 　8123 （表 面 色の 比較方法） に

準 じ ， 北窓昼 光照度 1
，
　OOO　lx 程度 ， 色温度 6，　OOO　K を

保 つ よ うに，1980年 5 月 7 日，
11〜12時 ， 晴天 に実施

し た 。 調 査当 目， 気象庁 に よ る 東京 の 気象状況 は気 温 平

均 15．2°C ，最高20．2°C
， 最低 12．0°C ，相対湿 度38％，

目照時間 11．3h で あ っ た 。

2・5　果 実表皮 の 測 色方 法

　果実 は 市販 の ス タ
ーキ ン グ，富 士 ， 陸奥 ， 温州 ミ カ

ン ， グレ ープ フ ル ー
ツ，ハ

ッ サ ク，イ チ ゴ ，ク リ，カ キ

の 9種 ， 色差計は 日本電色 工 業製 ND − 101 型 を使用 し

ハ ン タ
ー

の 表色法 に 準 じ た 。 リン ゴ
，
ハ

ッ サ ク な どの 大

3．1 色彩か ら連 想す る果実

　問 1 の ア ン ケート結果 を Table　3 に 示 し た。

　赤 か ら連想す る果実名 と得点 は イ チ ゴ 194，ス タ
ーキ

ン グ 143 で あ る 。 橙 は 温州 ミ カ ン 159 と ビ ワ ／21， 黄

は レ モ ン 189と バ ナ ナ 106，緑 は キ ウ イ フ ル
ー

ツ 127，

黄緑 は ネ オ マ ス カ ッ ト 170，黒 は ブ ラ ッ クベ リ
ー 104，

茶 は ク リ 172とア
ーモ ン ド 126，黄土は 長十郎 121，桃

色 は 白桃 75 で あ っ た 。し た が っ て 前述 の 果実 に つ い て

は，色彩か ら 連想す る こ とが で きる と考 え ら れ る 。

　次 に 実際 の 果実 の 表皮 を測 色 し，Tahle　3 の 色彩か ら

連想で き る果実の 得点 と の 関 係 を，Table　4 に 示 し

た 。そ の 結果 ス タ ーキ ン グ ， 富士 ，イ チ ゴ，陸奥 は 赤

系，ハ
ッ サ ク と カ キは 橙系，混 州 ミ カ ン と グレ ープ フ ル

ー
ツ は 黄系 で あ っ た 。つ ま り こ の 測色結果 は，色彩か ら

連想す る果 実の 高得点率 で 得られ た色彩と，ほ とん ど一

致 し て い る こ と が 判明 し た 。し か し ま だ 多 くの 果実に つ

い て 測 色 す る必 要 が あ る が，一
般 に 総 得点 率 が 高 く，ま

た高得点率を有す る果実は，色彩 か ら連想す る こ とが で

きた 。 し た が っ て 色彩か ら連想 され る果実 は，信 ぴ よ う

性 が ある と考 え ら れ る 。

3．2　色 彩 か ら 連想 す る味

　聞 3 は調 査色票 16種 に，味 は科学的分類に基 づ い た 6

種 を用 い
， 該当す る 味 に○印をつ けさせ た。

Fig．1 は 各

色彩 か ら連想す る 味の ひ ん度数をパ ー
セ ン トに し， 味覚

別 に棒 グ ラ フ で 示 した 。

　 こ れに よ る と甘味 ， 酸味 ， 苦味 は色彩の イ メ
ージが 強

くあ らわ れ て い る が，塩味，旨昧，辛味は 弱い 。 甘味を

強 く連想す る 色彩 は 桃色 で あ っ た 。 次 は ， 赤 ， 肌色 ， 赤

紫 で ， い ずれ も50％以 上 の 被験者 が，甘味 の イ メ
ージと

して強くも っ て い る こ とがわ か っ た 。 渡辺
4）

も食品の 色

彩 と イ メ
ージ で ，甘 い 刺激の あ る色は，ピ ン ク，橙，濃

赤紫，赤，ク リーム，茶色 で あ る と述べ て い る が，こ の

データに よる と橙 ， 茶か ら は 甘味の イ メ
ージ と し て適当

で は な か っ た 。 そ の 他 ， 黄 ， 緑 ， 黒 ， 黄緑 ， 黄土 ， 水な

（25 ）
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Table　3　各色彩 か ら連想す る 果実 の 得点

果　 　実 赤 橙 　黄 緑 黄緑 青　紫 赤紫i臼
レ モ ン

491

189 3

灰 黒 茶 赴 肌

1

桃 水 i脚 黯繍鬻鍜婁テ
4 ・匱（・・） 975
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1
巨峰

一 Li赤 … ） 962

，17046
　

77

lr 竺 1 1817051

崇贈
（’‘）・1963

ク リ 1 12172 　 12

キ ウ イ フ ル

ー
ツ

・2734121i ／　 3　 　2　 　7　 　5

ア
ーモ ン ド 2　　1 ユ 12642

7 黄緑（88）

2 茶 （91）

9512

93 　 　 10

／緑（69） sgl　 31

ベクソラ
【

ブ

リ
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．、　「　．　’　「　nv　@’　H　　r　@　@’　　．　|　@　　　7　@　「
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樋
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土898
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E11 5
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・ i
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1
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Table　4　 測色色差 コ ン ピ ュ
ーターに よ る

　　　　　 果実表皮 の 測色

果 　 実

1

2

3

’
住

L

ス タ
ー

　キ ン グ

富　 士

陸 　 奥

温 州
　 ミ カ ン

L

32．2
（3．36）

49．0
（3．57）

479
（914 ）

58，9
（4．86）

a 値

24．8
（3．57）

17．4
（2．46）

b 値

5

6L7

8

9

　9．3
（2．57）

17．9
（3．19）

29．・1・4．・
（9・99）i（3・76）
　 5．2
（O．55）

グレ ープ 70．3 　1L8
フ ル ー

ッ （2．2〔））（1．34）

ハ ッ サ ク
59．9　 19．5
（1，79）（1．31）

・ チ ・

（路 （1協
ク　 　 リ

カ　 　 キ

27．6　　10．1
（2．01）（1．39）

51 ．7　 24．7
（1．29）（1．03）

34．9
（2 ．43）

39，7
（0．38）

36．6
（1．39）

14．9
（1，65）

　8．1
（L   4）

31．3
（0．56）

彩度

26 ，5
（3．79 ）

色相

20
°19ノ

驫 陣
33．2
（6．84）

35，3
（2．35）

41．5
（1．25）

41．5
（L45 ）

35 ．8
（1．32）

12．9
（4．95）

39．9
（L43 ）

30933ノ

82°00’

73 °37！

62．07！

24 °43！

38e40！

51°47ノ

イ メ
ー

ジ色

赤

赤

赤 ・磴

橙

黄

橙

赤

茶

橙

L工unter 　color 　SQlid　：L
，
　a ，

　b　イ直

巨本電色：m業製 ND − 101 型，彩度 ： 》 a2 十 bL）

色 相 ：Hue に相 当 す る b／a （tan θ
e

＝ b〆a）

（ ）内 は標準偏差

ど も甘味 の イ メ
ージ が弱 い

。

　酸味は 果実中の 有機酸や ビ タ ミン C に よ る味で ，甘味

の 次に 色彩イ メージ の 強 い 味で あ る。酸味の イ メージ は

黄が 最 も強 く， 次は 橙 で あ っ た 。 甘味 の イ メ
ージ の 強 い

桃 ， 赤，肌 ， 赤紫 は酸味 の イ メ
ージ は弱 い

。

　苦味 は 灰 と黒 だ けが，色彩 イ メ
ージ と し て強 くあ ら わ

れ た 。 人 間 の 舌 で苦味を感 じる 部分は，舌 の 後部 に あ る

の で ， 味覚中で は 最 も遅 く感 じ る 刺激 の 1 つ で あ る 。 し

か し食品 中の 苦味成分は毒物が多い とい わ れ，食品 を の

み こ まない た め の 危険防止 に役立 っ て い る。そ こ で灰や

黒は 果実中に は 少い 色彩 で ある が ， 食咼や 果実 の 生鮮食

品が保存，加 工，調理 な どの 物理 的，化学的お よ び 微生

物などの 作用 に よ り，変色 あ る い は 退色 し た ときの 色彩

イ メ
ージ と して ，あ ら わ れ る もの と考 え ら れ る。

　塩味は 鹹味 と もい うが，一
般 に 中性塩 の 示す昧で ，食

塩が そ の 代表 的 な 味 とい え よ う。そ の た め 色彩 イ メ
ージ

の 中で は ，果実 の 味覚 に 関係 な く臼が 強 くあ らわ れ た。

　旨味 と辛味 は 色彩 の イ メ
ージ が 弱 い 味覚 と思 わ れ る。

3．3　各色彩 の イ メ
ー

ジ ・プ ロ フ ィ
ール

　Fig．2 の 実線は家政系，点線は 食物系の イ メ
ージ ・プ

ロ フ ィ
ー

ル で あ る。家政系 と食物系 そ れ ぞ れ の イ メ
ー

ジ

・プ ロ フ ィ
ール を 5％ の 危険率で t 検定をお こ な っ た と

こ ろ，ど の 色彩 か ら も， 有意差 が ま っ た く認 め られなか

っ た 。 次 に 各色彩に 対す る食の 形容詞 10尺度の イ メ
ージ

・プ ロ フ ィ
ール を比較す る と，各色彩と も形容詞 の 順位

と パ ターン は類似し て い た 。 し か も各色彩 と もに ， 新鮮

な， う まい ， さ っ ぱ りし た ， す っ ぱ い の 形容詞 に対 し

て ， 渋 い ，毒 々 しい ，こ っ て りした，に が い ，し よ っ ぱ

い の 形容詞群 が ， は っ き り とわ か れ て い た 。 そ こ で こ の

形容詞群を 1 つ の グル
ープ として ， 各色彩それぞれ 5％

の 危険率で t 検定をお こ な っ た が，黒以外 の 各色彩 は有

意差が認 め られ た。つ ま り新鮮な，うま い ，甘い ，さっ

ぱ り した ， す っ ぱ い は カ ラ
ー ・イ メ

ージ と強 い 関係を有

す る が，渋 い ，毒 々 し い
， こ っ て り し た，に が い

， し よ

っ ぱい は ほ とん ど な い 。黒 は有意差が認 め られ な か っ た

の は，毒 々 し い ，こ っ て りし た が 高い 位置 に あ る た め で

あ る、そ れ は渡辺
4）

ら も不潔 の イ メ
ージ と し て い る こ と

か ら も うか が え た。

　 さて 衣 の プ ロ フ ィ
ール は 食 と異 っ て，各色彩 と もに 共

通 な点 は な く，赤 と燈 が や や 同 じ プ ロ フ ィ
ール の パ ター

ン を示 し て い た 。 こ の こ と は 衣服 の 揚合 ， 色彩嗜好 に 対

す る 要求度 の 差 が ， 味覚 に 比 べ て 大 きい こ と を 意 味 す

る．そ こ で 好 き な 色彩 の ドレ ス と味覚が，ど う影響 し あ

っ て い る か を，ホ テ リン グの 主因子解 で 究明 し た 。

3．4 好 きな 色彩 の ドレ ス の イ メ ージ ・プ ロ フ ィ
ー

ル と

相関行列

　Table　5 に よ る と評点平均 の 最も高 い 形容詞 は ， 好 き

な 2．9
， 清潔な 2。7，上晶な 2．5 で，最低は 毒 々 しい ，

に がい が L3 とな っ た。そ の 評点平均 よ リイ メ
ージ ・プ

卩 フ ィ
ール を Fig．3 に 示 した。

　Fig．3 に よ る と，好 きな色彩 の ドレ ス の イ メ
ージ ・プ

ロ フ ィ
ー

ル は，好 きな，清潔な， 上品な，高級 な ， 明る

い を上位 と し て ， や わ らか い
， 新鮮な，軽 い ，うま い ，

さ っ ぱ りし た が中位で ，渋 い ，に がい ，毒 々 し い が下位

で あ っ た。しか し衣服 の イ メ
ージ と味覚 の イ メ

ージ が，

ど う影響 し あ っ て い る か，変数間の 類似性 の 程度 を知 る

必 要 が あ る。そ こ で 評点平均か ら 各形容詞相互 間の 相関

係数を求 め ，
Table 　6 の 相関行列 に し て 検討 し た 。

　評点平均が 最高 を示 した 好きなに つ い て み る と ， 好 き

な と清潔な の 相関係数 が 0．39 で 中位 の 衵関，好 きな と

明 る い，好きな とや わ らか い ， 好 きな と うまい は ， い ず

れ も 0、21 とな り，そ の 他は ま っ た く低 い 値で あ っ た。

　
一

方，負 の 相関は，好 きな と渋 い ，好 きな と毒 々 し い

が
一

〇，15 で，好 きな に 対 し て 逆の 関係 に あ る。全体的

に み る と ， 正 の 相関の 強 い もの は，さ っ ぱ り し た と 新

鮮 な e．71，に が い と渋 い e．63，上品 な と 高級 な O．54

で ，こ れ ら の 形容詞相互 間 に は ，類似性が強 く認 め られ

た。中程度 の 相関は， うま い と甘 い O．49， こ っ て り し

た と強烈 な 0．48，新鮮 な と 可愛 ら し い O．47，明る い と

やわ らか い O．47 で あ っ た 。反対 に ，負 の 相関は ， さ っ

ぱ り した と こ っ て りし た
一〇，60，新鮮 な とこ っ て り し

た
一〇．59，新鮮 な と強 烈 な 一〇．40 とな り，逆 の 関係，

す な わ ち類似性 が ま っ た くな い こ とが わ か っ た 。

（27 ）
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Table　5 全被験者 の 標準偏差

尺 度

1210965204111738712181315161419好きな

清潔 な

上品な

高級な

明 る い

や わ ら か い

新鮮な

軽 い

うま い

さ っ ぱ り し た

冷た い

可愛 ら しい

強烈 な

甘 い

こ
っ て りした

し よ っ ぱ い

す っ ぱ い

渋 い

に が い

毒 々 し い

平均

87

刀

494

／

40322524181210100591604639393128

222Z2

幺

a

え

幺

2．

22

幺

LLLLLLL

分　散

謝

號
謝

説

鬻
鵬

鰯

鶚
斷

砌

説

 

刪

鸚

鵬

麗

住

α

じ

q

軌

α

位

q

軌

色

色

α

住

叺

甑

軌

q

銑

軌

q

瞬差

脚

鵬

瓢

鯲

珊

踟

鯤

嬲

隅

鼬

纜
鼬

窩

襴

 

枷

黼

粥

獅

0，

軌

q
じ

0．

α

0。

0。

軌

軌

q

じ

甑

q

じ

q

軌

軌

軌

軌

3．5 好 き な色彩の ドレ ス の 感 情要因

　　Table　6 の 相関行列か ら主成分分析で ， 因子負
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求 め る と，Table　7 と な っ た 。

　　こ れ に よ る と第 1 因子 は，新鮮な 0．69，軽 い 0．69，

さ っ ぱ り した 0．64
， 可愛 ら しい O．59，明 るい 0．53 と

な り．第 1 因子 の 寄与率 は 20．3％ 。 第 2 因子は ， うま

O「1 2．O 30
す きな

酒 絛
．
な

上 品な

高絏 な

明 る い

や わら かい
新 鮮 な

輕 い
う ま い

さ　つ　Sぽ　り　　し ノこ

冷 北 い

司 愛 らし い

強 烈 な

甘 い

こ つ て り しに

し ょ っ ぱい

す っ は い

し ぶい

に が い

ど く どく し セ

Fig，3 イ メージ ・プ ロ フ ィ
ール

Tab ！e　6 相関行列

尺 度

　1 好 きな

2 清潔な

3 冷た い

4 軽い

5 艶
らか

6 明る い

7 強烈 な

8 畔
らし

9 高級 な

10 上品な

11 うまい

12 甘い

　　　し ょ っ ぱ13
　　 い

14　　｝こ　カ＆x・、

工5 すっぱ い

16 渋い

・7 誉是
ぱ り

・8 藻
て ）／

19 毒 々 し い

20 新鮮 な

1　　　 2　　　 3

．392

  B7　 ．328

　099．　 ．361
　　　…
　213i　甲358214

　 ．3工6

　039−．036

　106　　　　．　114．

153　 ．302122

　 ．265211

　 ．088

　103　−　，　0571

°6 ・197i

　O70−．0541

．044　　幽OD2

　10r5　一　齟　118

．086　　．239：

．001108

．090181336045031030G94

・

．212196

4

．027146076
　　　　1
鱒 761

−．3121

　　 147

．430380356

．3421022230

王5e47065

　．06！
一．03Q

　　ユ31−．
−　1501

　　　　1
　　 307

−．068−

一．351

129

工64

．412293

．327

・42
『

5

　　．465
一

：：篝
』1；：
Ii：：

．．1：：
1：：：1
−：躓

6

．OD1319115054

．209201

．034

．233

　　　　　　069

　　　　　　263

　　　　　　154

　　　　　　eg7

　381　　−　．　326

．  66　　 193

7

一．219

　　．U3
−．085

　　．137

　　，179

　 ．178

　 ．133

　．039

　．／33

−．362

　　．484

　 ．22S
−．402

8

　　018

　 ．G62

　　175

　 ，226
−，073
−，234
−．029
− 270

　．289．

　，468

910

　　　i

　　　l
．5371

．1：：
｝：：i
：：ll−ill71

32el−．065

 91−．094

　　　　．068

．04ア

192

．099144

． 69043226

査8012B159

11

　　．494
−．027
−．207
−．021
− 2．61

．一．094

　　．216
−．088
−．074

12

　　 145

　　．234

　　140

　　188

　　202

　　205

　　096

− 031

13 亅415

．308

’

：；：1：ll：13s7
　工37　　．04P　　．335

　210 　　，085 　　，069

．039　　．202　　，029

21
『
’削・°92

レ
128

16　　 1718

・oe
『

　工85、
一開601

．208 −．197

．　127　　　　　r71G

．369

．588

19

．o廴5

20

（30 ）

N 工工
一Electronic 　 Library 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩 学会 誌　VoL 　5　No ．2 （1981） 71

Table7 　 因子負荷量

尺　　　度 第 1因 子 第 2 因 子 第 3 因 子 第 4 因 子

20 新鮮な

4 軽 い ・．69310

．694LO ．400

　 　 　 − 0．028

一〇．175　 0．275
0．189　 0，002

17 さ っ ぱ りし た 　 O．644 − 0．517
8 可愛ら しい 　　 0．594　 0．085
6 明 る い 　　　　　O．530　 Q．393
11 うま V 、 　　　　 0．〔｝99 　 0．610
12　甘マ、　　　　　　　　　0．Ol3　　0．605

2 清潔な　　　　 0，436　 0．186

3 冷た い 　　　　一〇．260　 0．160i

9 高級 な　　　　 0，199 − 0，031

13 し ょ っ ぱ い 　 　一〇．239 　 0．074

15 す っ ぱ い 　 　 一〇．097 − O．463

10 上品な　 　 　 　 O．314 − O．187

1 好 きな 　 　　 　 0．274 　   ．294
　　　　　　　　　　　　　　 1

5 や わ らか い 　　　0．475　 0．469i

7 強烈な　　　　一〇．506　 0．339｝

14　壱こ 力弐レ、　　　　　　− 0．374　− 0，501

16　亨隻レ、　　　　　　　　− 0．446 　− 0，483

18 こ っ て り した 　一〇．634　 0．465

19 手摩々 しい 　　　一〇．501 　− O．135

　 0．072
− O．221

　0．167
− 0，053
− O．163

0．2290
．3680

．1870

．375

  ．476

　 0．619　− 0．051

　 0．565　− 0．177

　 0．555　− O．229

　 0，517　　　0．394

　 0．235　　　0．584

　 0．431　− 0，337

　 0．337　　　0，102

　 0．329　− 0．015

　 0．237　　　0．144

　 0．478．　　 0．253

　0．386　　0．257

　0，176　　0．060
− 0，217　　　0．244

寄与率　 　　 　20．3％　 工3．9％　 12．2％

累積寄与率　　 20．3％　34．2％　46．4％

7．9％
54．3％

い 0．61，甘 い 0．61 で 寄与率 13、9％，第 3 困子 は ，清

潔な 0．62，冷 た い 0．57 ，高級な O．56，　 し よ っ ぱい

O．52 で 寄与率 12．2％ ， 第 4 因子 は，す っ ぱい 0．58 で，

寄与率 7．9％，第 1 因 子 か ら第 4 因子 ま で の 累積寄与率

は 54．3％と低い 値 とな っ た。 こ れ は 各形容詞間 の 相関

係数 が，全体的 に 低か った こ と が 原因 し て い る が ， そ れ

ぞ れ の 特性に は ， 多様な意味が含ま れ て い た と考え られ

る。

　そ こ で Table 　7 の 因子負荷量 を平面座 標 に 示 し た

Fig ．4 の イ メ
ージ 空間を考察 し た 。

　第 1 因子 と第 2 因子 に よ る 因子得点 の 位置 づ けをみ る

と，新鮮な は第 1因子 が ＋ 0．69，第 2 因子 は 一〇．40 で

あ る。した が っ て 十
一

の 原点 か ら離 れ た位置 とな っ た。

　さっ ぱ り した も＋0．64，− 0．52で，こ れ は新鮮な と接

近 し た位置 とな っ た 。 こ の 新鮮な ， さ っ ぱ り し た と反対

の
一十 の 位置に，こ っ て り した，強烈 な が あ る。そ し

て ＋ ＋ の 盛間 に は，明 るい ．や わ ら か い ，清潔な，好

きな，可愛ら しい
， うま い ，甘 い が あ り， こ れ と反対方

向の
一一

は，渋 い ，に がい ，す っ ぱ い ，毒 々 しい で あ

っ た 。

　で は，こ の イ メ
ージに対応 す る 色彩 は，どん な色彩 で

あ っ た か，Fig．5 は被験 者 205 名 の 個人 値 を求 め，得

ら れ た個人 値 に各自が選 ん だ 色彩 を プ ロ ッ ト し た 。 そ し

正

十 可
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Fig．4　因子負荷量 の 位置 づ け

玉

工

Fig．5 個人 値 と色彩 と の 対 応

て それぞれの イ メ
ージ と照合し た 。

　 1軸，n 勅が 十 十 の ，甘 い，うま い ，可愛 ら しい の

あ た りに ， 赤 ， 桃色が 多 くプ ロ ッ トされ ， 好 きな，清潔

な は 臼が 対応 し た。

　一一 の 渋い ， に がい ，毒 々 しい に は 黒，灰，緑 が プ

ロ ッ トされた。また 十
一

の 新鮮な，さっ ぱ りし た，軽

い ，高級 な，上品 な は 臼， 水色 ， 黄 が プ ロ ッ トされ，一÷

の 強烈な，こ っ て りした に は赤紫，紫，赤 が対応 し，白

は こ の 場合，し よ っ ぱ い ，冷 た い イ メ
ージ と対応 し て い

る 。
一一 をの ぞ い て 白が 多 く選 ばれ て い る が，こ れ は

初夏 に 調査 を実 施 し た た め，好 き な色彩 の ドレ ス は 季節
の 影響が顕著に あ ら わ れ た 。

　 こ の よ うな結果 か ら，衣 と食の 色彩嗜好 は 4 つ の パ タ

ー
ン に 分類す る こ と が で きた 。 すな わ ち，1 軸，H 軸 が

＋ ＋ 型 は，赤，橙 ，桃 色 を好 み， カ ラー・イ メージ は

可愛 ら しい ，明 るい ，甘 い ，う まい ，とい う 若 さ の 因

子 。 十
一 型 は 水色 ， 白， 黄 を好 み ， カ ラ ー・イ メージ

は新鮮 な，さ っ ぱ り した，軽い とい うさ わ やか さ の 因子 。

（31 ）
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一十 型 は赤紫，紫，赤 を好 み，カ ラ
ー・イ メ

ージ は強

烈な，こ っ て りし た と い う強 さ の 因子。 一一 型は 黒

茶，灰，青を好み ，カ ラ
ー・

イ メ
ージは 渋 い ，に がい ，

冷た い とい う渋 さの 因子 で あ っ た。し た が っ て 十 十 を

甘 さ 一一
は 渋 さの カ ラ ー・イ メージ を もつ と 共 に，ド

レ ス に お い て は 派手，地 味感 を わ け る 因 子 とな っ た。そ

し て
一

十 は こ っ て り し た， 十
一 は さ っ ぱ り した カ ラ

ー・イ メ
ージ を もち ド レ ス で は濃淡感を わ け る 因子 で あ

っ た。

　以上 ， 味覚的 ， 視覚的両面 か ら ， どん な色彩 に ， どん

なイ メ
ージを もつ か，い い か え れ ば，どん な 色彩に ， ど

ん な意味があ るか を 追求 して きた 。 厳密 に は 人 に よ っ て

色彩か ら受ける 感 じ方が 異 る の で あ ろ うが，大雑把は人

に は何 か 共通 した感 じ方が あ る よ うに思 え る。そ の 共通

し た感 じ方 の 尺度 は ， 心理学的 に 共有因子 と考 え られ，

そ れ らの 因子が本実験調査 に よ っ て抽出され，衣 ・食共

通因子 が 得 られ た の で あ ろ う。

　今後 さら に多くの 調査 を試 み ， 消費者心理 にお け る色

彩嗜好 と味覚 との 関連 を解明して い き た い 。

4． 要約

　入 々 の 衣
・食生 活 にお い て，お い しそ うな色彩は 好ま

し い 食品 の イ メ
ージ要 因 と し て ，重要な要素 で あ り， さ

ら に そ れ を味あ う と き の 衣服 の 色彩が味覚 に どう影響す

る か，果実と ドレ ス を例 と して 1980年 5 月 7 日 ， 家政科

女子 学生 205 名 （19〜21 歳）を対象 に，JIS標準色票

16 種，味覚 6種，果実 34種 を用 い て 質問紙 法 で，色彩

か ら 遮想 す る 果実 と味覚との 関係，そ の 果実 の 味覚 と好

きな色彩 の ドレ ス と の 関連 を，ホ テ リ ン グの 主 因 子 解 で

求 め た結果，色彩 の イ メ
ージ要 因 は 衣

・食と 関係 が 深

く，
4 つ の パ タ

ーン ，す な わ ち，甘さ，渋 さ，さ っ ぱ り

し た，こ っ て りし た 因子 が あ る 点，次 の 結果 で わ か っ

た。

　（1）色彩か ら連想す る果実は，赤は イ チ ゴ
，

ス タ
ー

キ

ン グ。橙 は 温州 ミカ ン ， ビ ワ 。 黄は レ モ ン
，

バ ナ ナ 。 緑

は キ ウイ フ ル ー
ツ 。 黄緑 は ネ オ マ ス カ ッ ト。黒 は ブ ラ ッ

クベ リー。 茶は ク リ，ア
ーモ ン ド。黄土 は長十郎 。 桃色

は 白桃 。 な どの よ うに特定 の 果実と の 連想が強 い 。

　（2）果実表皮測色結果 は ， 各色彩か ら連想す る 特定 の

果実と一致 し て い る こ とが判明 し た。

　（3）色彩 か ら連想す る 味覚 は，甘味は 桃色，赤，肌

色，赤紫。酸味は 黄，機。苦味は 黒，灰 が 強 くあ ら わ れ

た。塩，旨，辛味は相対的 に 弱 か っ た。

　 （4） 衣 と食 の イ メ
ージ ・プ ロ フ ィ

ール は，衣 の 方が さ

ま ざ ま な パ ターン を示 し た 。

　（5）好 き な色彩 の ド レ ス の イ メ
ージ ・プ ロ フ ィ

ー ル

は，好 きな，清潔 な，上品な，高級 な，明 る い を上 位 と

し て ， 渋 い
， に が い

， 毒 々 し い が 最下位 で あ っ た 。

　 （6）衣，食 の 形容詞 の 相関 は ， 正 の 方向 に さ っ ぱ り と

瓢鮮な ， うまい と甘 い
，

こ っ て りし た と強烈な ， 負 の 方

向に新鮮な とこ っ て りし た ， 新鮮な と強烈なで あ っ た。

　（7） 主成分分析で得た イ メ
ージの 位置関係を解釈す る

と 十 十 を若 さ，

一一
を渋 さ， 十

一
をさわや か さ，　一一十

を強 さ とい う 4 つ の 因子 に わ け る こ とが で きた 。

　（8）個人 値 の 色彩を イ メージ と 照合す る と，＋ ＋ の

甘さは赤，桃色。一一 の 渋 さは 黒，灰。＋一 の さっ ぱ

り し た は 白， 水色 ．

一
十 の こ っ て りし たは 紫 ， 赤紫 が

対応 した。したが っ て 人 々 が ある 食品を味あうときの 衣

服 の 色彩が，味覚，食欲に 及ぼす影響が あ る こ とが判明

し た。

　終 りに，本研究 に あ た り，東京家政学院短期大学 の 高

野 美栄，片井や よ江 ， 川名真理 枝 ， 鈴木美智子氏 の 協力

を得 た こ と を付記す る と共 に，被験者 と して 調 査 に協力

して くだ さ っ た学生 の 皆様に感謝い た し ま す。

　なお本論文 の 要旨は ，
1980年 10月11目 ， 第 32回 日本家

政学会総会にお い て報告し た。
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